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１．概要（Summary） 

本研究は、胆管ステントの詰まりを低減する技術開発で

ある。作製した材料表面には実現されていない撥油性と

防汚性を実現するメタマテリアル技術を組みわせた胆道

ステントを紹介する。胆汁のような油分を含む流体に対す

る撥油機能を考えるとき、ナノ親水効果をもつカタツムリ殻

構造が有効であると考えた。カタツムリの殻表面には、

200 nm-40 0nmの凹凸構造があり、薄い水膜を作ること

により汚れを流している。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速高精度電子ビーム描画装置、簡易 RIE 装置、超

高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

高速高精度電子ビーム描画装置を利用し、Si 基板に

ナノ表面構造を作製した。モールド作製を京大ナノハブ

拠点で行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

半導体微細加工技術により、メタマテリアル構造を有

するフィルムを作製した。作製したフィルムに撥油評価を

行ったところ、良好な水中撥油が確認できた。よって、メ

タマテリアル構造を付与した胆管ステントの評価をするた

めに、豚に 7 日間、胆管チューブを留置した。通常の胆

管チューブ内面は、胆汁が付着し汚れが多い結果であ

ったが、メタマテリアル構造の胆管チューブは胆汁が弾

かれており、汚れがない結果であった。撥油性と防汚性

をもつ胆管チューブは、新しいメタマテリアル技術として

有効であることを提示する。 

４．その他・特記事項（Others） 

 特になし。 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 

Fig. 1 Oil repellency for 200 nm structure. 

Fig. 2 Oil repels from nanopillar surface. 


